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ら
せ
下
さ
る
よ
う
願
い
ま
す
。

四
〇
年
の
話
題

ベ
ー
ル
を
脱
ぐ
ナ
ゾ
の
火
星

今
年
は
火
星
が
二
年
ぶ
り
に
地

球
に
接
近
す
る
年
で
す
。

最
も
接

近
す
る
の
は
三
月

十
二
日
。

昨
年
十

一
月

に
ア

メ
リ
カ

は
火

星
ロ

ケ

ッ

ト

｢
マ
リ

ナ

ー

4

号
｣

を
打

ち

上
げ
、

続

い
て

ソ
連
も

｢
ゾ
ソ
ド
2
号
｣
を
打
ち
上
げ
た
。

今
二
つ
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
火
星
を
目

指
し
て
飛
ん
で
い
る
。

｢
マ
リ

ナ

ー

4

号
｣
が
火
星
に
近

ず
く
の
は
七
月
項
の
予
定
と
い
わ

れ
、

火
星

の
上
空
約

一
万
四
千
キ

ロ

の
と

こ
ろ
か
ら
、

テ

レ
ビ

カ

メ

ラ
で
写
真
を
地
球

に
送

っ
て
く
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。
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年
頭
の
御
挨
拶
!
!
:
::;
:
::
::
:
!
2

業
務
研
鑽
を
重
ね
よ
う
･

役

員

会

!

ー
:
:
:
!
:
:
:
:
:
:
:
:
:
2

第
十
一
回
常
任
理
事
会

旭
川
研
修
会
状
況
報
告

留
萠
研
修
会
状
況
報
告

業
務
研
修
会
!
!
!
!
;
!
;
ま
2

庁道海し.し
　　　　

非
行
政
書
士
の

良
心
的
反
省
を
望
む
:
::
!
!
1
:
::
;3

年

頭

所

感
ー
ー
i
;
!
!
;
i
4

回
顧
と
反
省

専
業
者
部
会
の
設
置

会
員
の
う
ご
き
ー
!
:
:
;
:
;
;
:
:
:
5

入
会
･退
会

会
員
異
動
調

事
務
局
よ
り
ー
l
i
!
!
!
;
!
6

行
政
書
士
試
験
合
格
者

良
書
推
せ
ん

日
誌
･
お
願
い

9 6 5年 I月
北 海 道 行 政 書 士 会 報(第円号)
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回
常
任
理
事
会

し
し
　　　
　9 6 5年 月15日

一
、
日

時

39
年
乾
月
27
日
(日
)
午
後
6
時

一
、
場

所

札
幌
市
北
二
･西
三
･辰
美
旅
館

一
、
出

席

渡
辺
会
長
、
藤
山
･佐
藤
両
副
会
長
、
関
根

有
馬
･
成
沢
･
森
本
･
横
路
の
五
理
事
、
山

本
監
事
、
吉
成
事
務
局
長

一
、
議

事

1
,
会
務
報
告
に
つ
い
て

藤
山
企
画
よ
り
前
理
事
会
後
の
会
務
に
つ
い
て

0

官
公
署
、
関
連
業
者
に
対
し
違
反
防
止
へ
の
協
力
方

要
請
文
書
の
発
送
に
つ
い
て

②

“
一
般
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
に
つ
い
て

非
行
政
書
士
の
-

-を

ー
良
心
的
反
省
-

を

望
む

喜

多

章

明

と
さ
せ

わ
が
十
勝
支
部
管
内
に
於
け
る
行
政
書
士
の
登
録
者
数
は
、

九
十
一
名
で
、
う
ち
行
政
書
士
会
に
入
会
せ
る
者
は
四
十
二
名

で
あ
る
。
残
る
四
十
九
名
の
も
の
は
登
録
を
受
け
て
以
来
十
有

余
年
、
強
制
加
入
制
度
と
な
っ
て
か
ら
も
五
ヵ
年
を
経
過
す
る

が
未
だ
に
加
入
し
よ
う
と
も
し
な
い
。
当
支
部
に
淡
い
て
は
本

年
四
月
八
日
(昭
和
三
十
九
年
)こ
れ
等
登
録
行
政
書
士
を
十
勝

蝦

支
部
に
召
集
し
･
警
察
官
･
関
係
町
村
の
農
業
委
員
会
事
務
局

会
[
員
、
戸
籍
係
主
任
等
の
会
同
を
求
め
、
監
督
行
政
官
庁
で
あ
る

支
庁
及
び
道
庁
当
局
員
と
協
力
し
て
入
会
を
勧
告
し
た
。
そ
の

後
も
屡
々
文
書
を
以
っ
て
入
会
を
勧
誘
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

書

入
会
し
た
る
も
の
は
九
名
に
過
ぎ
な
い
。
十
勝
支
庁
か
ら
も
再

政

三
に
亘
り
通
牒
を
出
し
て
貰
っ
た
が
、
平
安
朝
末
期
の
院
宜
同

行
“

醸呼摘加増鞭栃聯動やび攪効鬆倣熟め餐塒堀斗猯鮫節

道

士
の
実
態
を
調
査
し
た
。
個
々
に
つ
い
て
は
、
器
酌
す
べ
き
事

海

倍
も
な
い
で
は
な
い
が
、
不
都
合
な
の
は
司
法
書
士
の
肩
書
を

と

有
す
る
御
仁
で
あ
る
。
新
得
、
清
永
、
広
尾
、
上
士
幌
に
於
い

‐]
"

て
は
、
未
加
入
の
ま
ま

｢司
法
書
士
、
行
政
書
士
｣
と
銘
打
っ

た
大
看
板
を
押
し
立
て
て
、
堂
々
と
営
業
を
し
て
い
る
者
が
い

る
。
又
あ
る
役
場
前
に
｢
司
法
書
士
｣
の
三
角
看
板
を
掲
げ
た

無
登
録
の
司
法
書
士
が
居
り
営
業
収
入
の
六
割
位
は
、
行
政
事

件
の
収
入
で
あ
る
と
の
こ
と
。
役
場
係
員
に
会
っ
て
、
道
総
務

部
長
よ
り
通
達
の
あ
っ
た
違
反
防
止
協
力
方
に
つ
い
て
お
尋
ね

る
す
と
、
そ
の
係
員
の
曰
く
に
は
｢御
説
の
よ
う
な
通
牒
は
来

)

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
ー
!
こ

と
言
っ
た
程
度
、
進
ん
で

鰐
協
力
し
･
行
政
書
士
法
制
度
の
趣
旨
を
顕
現
し
よ
う
と
い
う
意

第

欲
は
さ
ら
さ
ら
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
行
政
書
士
法

制
度
に
関
す
る
限
り
、
無
政
府
状
態
で
は
な
い
か
。
行
政
書
士

会
と
言
い
、
司
法
書
士
会
と
称
す
る
も
所
詮
は
、
書
士
の
品
位

9 6 5年 1月晦日

等
に
つ
い
て
報
告
あ
り
一
同
諒
承

2
.
収
支
決
算
書
作
成
に
つ
い
て

井
上
経
理
欠
席
の
た
め
、
藤
山
企
画
代
っ
て
説
明
、
詳
細

‐
は
明
春
の
理
事
会
で
審
議
す
る
こ
と
。

3
,
総
会
に
関
し
て

次
期
総
会
は
函
館
支
部
管
内
で
行
な
う
こ
と
の
前
支
部
長

会
(函
館
支
部
欠
席
)
の
決
定
に
基
づ
い
て
事
務
局
に
於

い
て
善
処
す
る
こ
と
o

4
.
会
報
原
稿
に
つ
い
て

締
切
り
を
1
月
5
日
に
す
る
こ
と
諒
解
。

5
.
其

の

他

①

職
員
年
末
賞
与
に
つ
い
て
は
昨
年
に
倣
い
会
長
に
一

任
。

②

旭
川
･
網
走
会
員
等
よ
り
提
出
の
あ
っ
た
休
業
届
に

に
司
法
書
士
た
る
も
の
が
、
正
当
の
営
業
が資
格
を
有
せ
ず
し

て
、
行
政
書
士
の
業
務
を
掠
奪
し
、
こ
れ
が
た
め
に
本
物
の
行

政
書
士
は
営
業
が
成
り
立
た
ず
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
移
転
し
、

あ
べ
こ
べ
に
逃
げ
廻
っ
て
い
る
始
末
で
あ
る
。
人
生
の
行
路
は

所
詮
弱
肉
強
食
、
強
者
は
勝
ち
、
弱
者
は
亡
び
る
の
は
古
今
の

通
例
と
は
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
は
正
当
な
る
手
段
の
上
に
於
て

こ
そ
許
さ
れ
る
事
で
あ
る
。
法
務
当
局
に
於
て
も
か
か
る
司
法

書
士
に
対
し
て
は
、
品
位
向
上
の
観
点
よ
り
何
ら
か
の
御
沙
汰

が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

私
は
昨
年
来
、
再
三
な
ら
ず
道
庁
に
参
庁
し
、
之
が
善
処
方

を
求
め
て
来
た
。
爾
来
道
庁
、
支
庁
の
当
該
係
も
大
分
積
極
的

に
は
な
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
最
後
の
止
ど
め
に
は
ほ
ど
遠
い
。

何
れ
近
く
出
札
、
町
村
知
事
に
面
接
し
、
行
政
措
置
を
要
望
す

る
考
え
で
い
る
。
勿
論
こ
う
し
た
こ
と
は
違
反
の
事
実
を
摘
発

し
て
、
警
察
に
告
発
す
れ
ば
そ
れ
迄
の
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は

立
憲
民
主
国
の
国
民
と
し
て
、
成
る
べ
く
刑
事
犯
罪
人
を
作
り

た
く
な
い
。
当
事
者
の
反
省
を
求
め
行
政
書
士
法
制
度
本
来
の

趣
旨
を
円
満
に
実
施
貫
徹
せ
ん
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。
帯
広
に
も
大
な
り
、
小
な
り
司
法
書
士
の
肩
書
一
本
で
行

政
事
件
を
取
扱
っ
て
い
る
者
が
相
当
い
る
。
一
般
大
衆
は
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
行
政
書
士
の
何
れ
か
一
つ
の
看

板
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
一
括
し
て
代
書
屋
と
通
称
し
、
何
も
か

も
書
く
事
一
切
を
持
ち
込
む
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
よ
い
事
に
し

て
、
｢さ
あ
ご
ざ
ん
な
れ
｣
と
引
受
け
て
や
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
現
在
の
司
法
書
士
社
会
の
実
態
で
あ
る
。
行
政
書
士
一
本

の
資
格
者
こ
そ
洵
に
哀
れ
で
あ
る
。
行
政
書
士
が
司
法
書
士
の

縄
張
り
を
少
し
で
も
荒
ら
そ
う
も
の
な
ら
法
務
局
と
い
う
厳
め

し
い
役
所
が
あ
っ
て
ピ
タ
リ
と
押
さ
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
恰
か

も
虎
の
尾
を
踏
む
羊
の
よ
う
な
も
の
だ
。
司
法
書
士
の
縄
張
り

は
犯
さ
れ
な
い
。
自
分
の
縄
張
り
は
荒
ら
さ
れ
ほ
う
だ
い
。
こ

れ
で
は
行
政
書
士
の
立
つ
瀬
が
な
い
で
は
な
い
か
。
行
政
書
士

の
当
面
の
業
務
侵
害
者
は
民
間
の
モ
グ
リ
よ
り
、
む
し
ろ
単
独

肩
書
の
司
法
書
士
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
さ
れ
た
い
。
此
の
際
そ

の
よ
う
な
向
き
は
断
然
反
省
し
て
貰
い
た
い
。

(筆
者
は
北
海
道
行
政
書
士
会
十
勝
支
部
長
)

川
村

春
治

伊
藤

秀
夫

杉
本

重
明

農
地
係
長

留
萌
市
農
業
委
員
会

四
、
出

席

会
員
そ
の
他
9
名

五
、
研

修

午
前
は
前
田
講
師
に
よ
る
戸
籍
関
係
の
研
修
で

あ
っ
た
。
工
藤
会
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
業
務
上
の
疑
問
事

項
に
つ
い
て
の
解
明
を
主
と
し
た
講
義
で
あ
っ
た
た
め
実

に
実
際
的
で
、
こ
の
よ
う
な
形
の
講
習
会
は
短
時
間
で
得

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
非
常
に
能
率
的
な
好
例
で
あ
る
と
思

っ
た
。
午
後
は
農
地
関
係
の
研
修
で
あ
っ
た
。
伊
藤
講
師
の
農

地
法
、
川
村
講
師
の
書
式
、
杉
本
講
師
の
図
面
作
成
に
つ

い
て
の
説
明
で
、
何
れ
も
具
体
的
で
有
意
義
数
講
義
で
あ

っ
た
。
藤
山
企
画
部
長
よ
り
旭
川
同
様
改
正
法
の
内
容
と
実
施

方
策
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
午
後
三
時
半
盛
会
裡
に
終

了
し
た
。

研
修
会
場
は
即
座
に
懇
親
会
場
に
模
様
替
さ
れ
て
懇
談

に
移
っ
た
が
、
列
車
時
刻
の
関
係
上
中
退
し
て
帰
札
の
途

に
着
い
た
ゆ
車
中
、
支
部
長
は
じ
め
会
員
各
位
の
ど
労
苦

を
偲
び
、
ご
厚
意
に
感
謝
し
な
が
ら
。

会

長

副
会
長

渡

辺

度

吉

藤

山

利

夫

(第19号)

年
頭
の
御
挨
拶

業
務
研
鑽
を
重
ね
よ
う

会
員
の
皆
さ
ん
新
年
お
め
で
と
う
存
じ
ま
す
。

顧
み
れ
ば
本
会
発
足
当
時
僅
か
二
〇
〇
名
程
度
に
過
ぎ
な
か

っ
た
会
員
は
、
五
周
年
を
迎
え
る
今
日
、
五
〇
〇
名
を
超
え
る

全
国
で
最
た
る
単
位
会
へ
と
成
長
発
展
を
見
る
に
至
り
ま
し

た
。
誠
に
同
慶
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
傭
え

“報

に
主
管
官
公
署
の
深
い
御
理
解
と
御
指
導
に
よ
る
こ
と
は
勿
論

　
　

　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

士

さ
て
改
正
法
施
行
に
伴
な
う
職
域
の
確
保
拡
充
の
諸
問
題
は

書

最
も
急
を
要
す
る
事
業
で
あ
り
、
本
年
は
決
意
を
新
た
に
し
て

政

こ
れ
に
対
処
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
方
々
の
一

行

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会

長

渡

辺

慶

吉

職
域
の
確
保
拡
充
の
た
め
に
は
、
何
と
し
て
も
会
員
各
人
が

教
養
を
深
め
、
素
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま

す
。
そ
れ
で
本
会
は
地
区
毎
に
、
そ
の
特
異
性
に
よ
る
業
務
研

修
会
を
盛
ん
に
実
施
ず
べ
く
企
画
い
た
し
て
居
り
ま
す
o
会
員

各
々
が
業
務
に
つ
い
て
の
研
鑽
を
重
ね
、
充
分
な
る
実
力
を
備

え
て
如
何
な
る
図
･
書
類
作
成
に
つ
い
工
も
速
か
に
依
頼
者
の

需
要
に
応
じ
得
ら
れ
る
態
勢
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
大

衆
の
認
識
を
深
め
、
強
い
て
は
非
行
政
書
士
の
対
策
、
業
務
の

確
立
の
問
題
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
考
え
ま
す
の
で
、
右
の
企

画
に
は
率
先
参
加
い
た
さ
れ
ま
す
よ
う
希
望
致
し
ま
す
。

以
上
所
感
の
一
端
を
述
べ
ま
し
て
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

業

務

研

修

会

39
年
=
月
、
旭
川
、
留
萠
の
両
支
部
相
次
い
で
共
に
農
地
･

戸
籍
関
係
の
業
務
研
修
会
を
催
し
、
本
部
よ
り
渡
辺
、
藤
山
の

両
役
員
が
出
席
し
た
。

0

旭
川
支
部
研
修
会
状
況
報
告

支
部
長

荒

慶
次
郎

一
、
日

時

39
年
=
月
22
日

目
午
前
九
時

二
、
場

所

旭
川
市
労
働
会
館

三
、
出

席

会
員
三
〇
名

四
、
講

師

上
川
支
庁
農
協
課
技
師

長
谷
川
富
士
夫

旭
川
市
役
所
戸
籍
課
長

沢

田

孝

子
、
開

会

荒
支
部
長
の
開
会
の
挨
拶
、
次
い
で
渡
辺
会
長

の
祝
辞
が
あ
っ
て
午
前
中
時
よ
り
長
谷
川
講
師
の
講
義
に

入
る
。
宅
地
産
物
の
取
引
で
最
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
農

地
法
第
三
、
四
、
五
条
の
法
的
内
容
及
び
そ
の
取
扱
上
の

諸
注
意
に
つ
い
て
、
約
ー
時
間
40
分
に
亘
る
懇
篤
な
説
明

に
一
同
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
質
症
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ

て
正
午
昼
食
。

午
後
は
沢
田
講
師
の
戸
籍
に
関
す
る
講
義
で
あ
っ
た

が
、
氏
が
過
去
二
十
数
年
に
亘
る
体
験
か
ら
実
際
問
題
を

捉
え
て
の
説
明
で
あ
っ
た
た
め
実
に
有
益
な
研
修
で
あ
っ

た
。

六
、
閉

会

最
後
に
藤
山
企
画
部
長
よ
り
改
正
法
の
内
容
並

び
に
実
施
上
の
方
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
午
後
四
時

半
本
研
修
会
は
終
了
し
た
。

研
修
会
終
了
後
労
働
会
館
玄
関
前
で
一
同
記
念
撮
影
を

な
し
、
午
後
五
時
席
を
市
内
五
条
七
丁
目
料
亭
の
懇
親
会

場
に
移
行
、

会

に
七

頃
散
会
し
た
D

x

論
、
遠
く
は
富
良
野
、
和
寒
、~士
別
"
剣
淵
、
嵐
筵
等
獲
…

よ
り
続
々
参
加
し
、
頗
る
熱
心
に
受
講
し
質
疑
等
も
活
発
に
行

わ
れ
て
実
に
有
意
義
な
研
修
会
で
あ
っ
た
。
当
支
部
と
し
て
は

来
る
40
年
度
に
は
更
に
、
よ
り
盛
大
な
研
修
会
を
企
画
し
て
会

員
の
期
待
に
副
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

0

留
萠
支
部
研
修
会
状
況
報
告

つ乙

一
、
日

時

39
年
=
月
24
日

午
前
9
時
よ
り

-一、
場

所

留
萌
市
労
働
会
館

三
、
講

師

旭
川
地
方
法
務
局
留
萠
支
局
長

前
田

清

留
萠
支
庁
農
務
課
農
地
係

つく.〉
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年

頭

所
感

.･･.･･.･･t,′‐↑‐.･

専
業
部
会
の

第(

回
顧
と
反
省

常
任
理
事

成
沢

梅
次
郎

多
事
多
端
な
昭
和
三
十
九
年
を
送
り
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
御
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
辰
年
で
竜
飛
の
年
輪
で
あ
っ
た
が
、
期
待
に
反
し
腹

の
立
つ
こ
の
の
み
多
く
一
年
を
送
っ
た
こ
と
ば
洵
に
感
鋸
富
に

報

堪
え
ま
せ
ん
。

目
立
つ
も
の
は
十
月
の
才
リ
ン
ビ
ッ
グ
に
於

会

い
て
日
本
国
旗
十
六
本
の
掲
揚
で
漸
く
先
進
国
の
面
目
を
保
持

士

し
た
に
過
ぎ
な
い
。
飜
っ
て
我
等
書
土
会
の
職
域
を
無
視
し
た

行
政
調
査
会
の
答
申
を
初
め
と
し
、
公
務
員
の
汚
職
続
発
、
併

せ
て
物
価
の
上
昇
、
特
に
冷
害
凶
作
の
た
め
道
民
の
多
く
を
苦

政

境
の
ど
ん
そ
こ
に
突
き
落
し
た
悲
惨
な
ご
ュ
ー
ス
等
々
、
実
に

一行
~
腹
の
立
つ
こ
と
の
み
多
き
一
年
で
あ
っ
た
。
本
年
は
強
制
会
発

道

足
以
来
五
周
年
で
あ
り
こ
れ
迄
会
員
各
位
の
協
力
の
下
に
本
会

　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

〆

如
く
忍
耐
と
努
力
を
要
す
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
個
人
と

し
て
も
会
と
し
て
も
過
去
を
反
省
し
、
全
会
員
一
層
の
団
結
と

協
力
の
も
と
に
職
域
擁
護
の
た
め
に
行
調
答
申
案
の
実
施
に
は

断
乎
反
対
す
る
と
共
に
、
報
酬
額
の
増
額
申
請
並
び
に
非
書
士

対
策
等
を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。
ま
た
国
民
大
衆
の
要
望
に

粕
応
え
る
た
め
に
専
門
家
の
指
導
を
受
け
、
研
修
会
を
開
催
し
･

月

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
業
務
の
改
善
と
品
位
の
保
持
す
る
こ
と

解
こ
ずて
我
等
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
と
思
う
。
本
年
こ
ずて
は
心
機
一

5

転
し
竜
頭
蛇
尾
に
終
る
こ
と
な
く
、
有
意
義
な
五
周
年
の
記
念

9

を
皆
様
と
共
に
祝
福
し
た
い
も
の
と
決
意
を
固
め
て
居
り
ま

ー

ず
。
期
か
所
感
を
述
べ
各
位
の
御
多
幸
を
祈
り
御
挨
拶
申
し
上

設
置
に
つ
い
て

釧
路
市

武

田

時

雄

新
年
お
目
出
度
う
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
会
報
原
稿
募
集
に
応
じ
て
首
題
の
件
に
つ
い
て
三
口

申
し
述
べ
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

現
在
の
社
会
的
士
業
界
要
望
の
実
態
か
ら
み
れ
ば
行
政
書
士

業
が
最
も
後
退
し
て
い
る
の
で
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は

勿
論
本
土
業
界
の
仕
事
内
容
か
ら
推
し
て
行
政
簡
素
化
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
教
育
行
政
の
徹
底
等
行
政
書
士
の
行
う
仕
事

が
誰
に
も
判
り
易
い
と
い
う
事
に
尽
き
る
か
ら
と
思
わ
れ
ま

す
。そ
の
他
後
退
的
理
由
の
一
因
は
、
他
士
業
と
の
兼
業
が
殆
ん

ど
で
収
入
を
比
較
す
る
と
、
他
士
業
が
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

を
占
め
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
な
る
と
実
際
問
題

と
し
て
人
間
で
あ
れ
ば
誰
も
収
入
の
多
い
仕
事
の
道
に
精
進
す

る
の
が
人
情
で
、
行
政
書
士
部
会
活
動
が
自
然
な
お
ざ
り
勝
ち

に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
書
士
会
が
如
何
に
声
を
大
に
し
て

書
士
業
の
向
上
に
努
力
し
て
も
そ
の
反
応
が
余
り
現
わ
れ
ず
、

ひ
い
て
は
毎
月
の
会
費
す
ら
納
入
し
な
い
で
処
分
者
が
出
る

し
、
名
だ
け
の
行
政
書
士
が
道
内
に
数
百
人
も
居
る
実
状
に
及

ぶ
。
こ
の
原
因
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
現
在
の
支
部
は
こ
の
ま
ま
と
し
て
、
他
士
業
を
兼
ね

な
い
専
業
者
部
会
の
設
置
を
提
案
致
し
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
専

業
者
と
し
て
は
自
己
の
生
活
と
直
接
の
結
び
つ
き
も
他
業
を
兼

ね
る
場
合
よ
り
切
実
で
あ
り
、
活
動
的
な
立
場
が
生
ま
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
特
別
専
業
者
部
会
の
場
合
は
現
在
の
会
費
よ

り
、
若
干
多
く
し
、
少
な
く
と
も
年
二
回
位
地
区
的
に
行
政
官

署
の
指
導
講
習
会
及
び
関
係
官
署
の
連
絡
を
は
か
り
、
側
面
的

謹
賀
新
年

会

長

副
会
長

常
任
理
事

理

事

竹

理

事

監

事

渡

辺

度

吉

(札

幌
)

佐

藤

幸
之
助

(
“

)

藤

山

利

夫

(
"

)

岸

川

隆

次

(小

樽
)

井

上

瑛

二

(札

幌
)

成

沢

梅
次
郎

(
"

)

有

馬

範

治

(
〃

)

関

根

克

治

(
"

)

横

路

雅

美

(
“

)

森

平

国

武

(
“

)

森

口

松
太
郎

(
〃

〕

細

井

伊
三
郎

(小

榑
)

後

藤

勲

(空

知
)

荒

度
次
郎

旭̂

川
)

橋

本

雄

一

(留

萠
)

藤

井

清

網̂

走
)

灰

原

泰

広

(室

蘭
)

石

本

則

害

(日

高
)

佐
々
木

行

雄

(十

勝
)

野

尻

瀞

(釧

路
)

長

山

正

平

(札

幌
)

山

木

松

(空

知
)

榎

波

弥

一
郎

(十

勝
)

会

員

の

う

ご

き
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"
網

走
“
十

勝
"
日

高

網

走

留

萠

空

知

小

樽

函

館
"
札

幌

支

部

芦

崎

正

一
紋
別
市
港
町
5

榎

本

信

一

一
常
呂
郡
佐
呂
間
町

羽
根
田

守

一
中
川
郡
本
別
町
北
3

松

浦

清

一

一
帯
建
市
西
ー
南
5

伊

東

幸

治

元

茂

重

患

生

田

栄

一

渡

辺

久

七

稲

田

豊

害

山

口

市
太
郎

岩

間

武

蔵

-
上
磯
郡
知
内
村
字
元
町

作

田

肇

一
"

水
車
町
脇

佐

藤

森
太
郎

一
札
幌
市
白
石
町
南
郷
通
=

氏

名

一

事

務

所

新
冠
郡
新
冠
町

三
石
郡
三
石
町
字
旭
町

紋
別
市
幸
町
2

天
塩
郡
遠
別
町
字
本
町
2

,岩
見
沢
市
美
園
町

余
市
郡
余
市
町
大
川
町
範

39
年
･
博
号

37
年
･
6
号

30
年
･
4
号

39
年
･
6
号

館
年
･
3
号

39
年
･
4
号

39
年
･
3
号

31
年
･
ー
号

38
年
･
総
号

35
年
･
ー
号

26
年
･
斜
号

39
年
･
第
号

39
年
･
第
号

登

録

六
0
六

五
九
五

五
九
八

五
九
七

六
0
五

六
0
三

六
0
O

六
0
一

五
九
六

六
0
四

六
0
二

五
九
九

五
九
二

会
員
番
号

"
･
12

,
31

"
･
=

･
第

"
･
乾

･
12

"
･
複

･
刻

“
･
12

･
第

“
,
12

･
“

"
･
複

･
第

"
･
12

･
第

“
'
12

･
5

“
･
12

･
“

"
･
酸

･
第

〃
･
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･
第
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･
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･
ー

入
会
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月
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馬

金
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平

井

喜
一郎

氏

名

茅
部
郡
南
茅
部
町

札
幌
市
水
車
町

住

所

五
-

五
四
六

会
員
番
号

“
･
12

･
19

39
･
乾

･
第

退
会
年
月
日

死

亡

廃

業

備

考

◇

退

会
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39 年 度 会 員 異 動 調

(第旧号)

支 部
始

数

度

員

年

会

入 会 退 会 朕
賊
年

会鰍臥 計 耽窯妙皸 計
札 幌 肺 Q

Y 乙̂ ら乙 QU 4T“
-

Q
J 108

函 館 銘 4
1

““ QU

-

'̂‘ RU 35

小 樽 32 4了 4
T nU 鉈

空 知 篩 QO R
u ‘̂ り乙 ,CD- 攝

旭 川 範 m
-
ぬ Q

U 覆

留 萠 C
u nU 虻

宗 谷 ね
る"

Û nU Co

網 走 髄 RU QU うと 4
! 57

軸
鵬

烈

｢
=

虹
-ー
山 2
-
｣
一
4
｢
』
“

“4ー “う ｢ ｣…
十 勝 卸 復 乾 4

T

釧 路 峠
)

にJ 使

根 室 A
V
らと リ

ム nU -7-

合 計 457 / 79 / 35 mとり

9 6 5 年 1月 15日

鱗

住
所

氏

名

2

幌
泉
町

牡
司

勝

3

札
幌
市

松
尾

喜
一

4

芽
室
町

影
山

清
志

6

函
館
市

山
岡

力
男

7

津
別
町

梅
原

正
憲

8

旭
川
市

川
浦

正
利

=

帯
広
市

松
浦

清
一

乾

千
歳
市

中
村

賢
治

料

札
幌
市

清
水

松
蔵

崎

長
沼
町

近
藤
長
一
郎

倦

留
萠
市

立
山

一
三

旧

三
石
町

元
茂

重
忠

幻

札
幌
市

佐
原

清

銘

"

伊
藤

正

第

石
狩
町

松
浦

盛
次

第

札
幌
市

作
田

壁

盤

幕
別
町

鈴
木

一
雄

雄

札
幌
市

山
川

善
一

朝

別
海
村

木
下

港
二

鉛

北
見
市

佐
藤

栄

鍋

増
毛
町

本
間

幸
一

艶

札
幌
市

村
都

喜
義

"

夕
張
市

小
林

政
雄

鶏
上
富
良
野
町
山
道
留
吉

御

礼
幌
市

坂
本

義
祐

　　
　

　
　

　
　　
　　
　
　
　

亀

滝
川
市

柴
田

克
之

館

白
糠
町

山
田

美

鶏

森

町

吉
田

進

即

紋
別
市

今
野

藤
男

副

池
田
町

羽
麿

英
三

靴

室
蘭
市

倉
嶋

充
目

斑

函
館
市

曾
川

牧
男

料

江
別
市

五
十
嵐
正
明
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旭
川
市

河
内

俊
雄

艶

札
幌
市

中
西

定
雄

師

釧
路
市

浜
田

和
一
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、
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、
′
′
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、
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(良
)
(堂日)
(指
)
(せ
)
(ん
)

ノ
ーt、

′′‐‐、

/
′、

′′‐、、

′
‐＼

戸
籍
の
実
務
と
そ
の
理
論

法
務
省
民
事
局
第
二
課

成
毛
鉄
二
編
著

定
価

二
、
0
0
0
円

T

二
〇
〇
円

発
行
所

東
京
都
豊
島
区
南
長
崎
二
丁
目
一
六
の
六

日
本
加
除
出
版
株
式
会
社

本
書
は
行
政
書
士
と
し
て
業
務
上
座
右
の
指
導
書
で
す
。

行
政
書
士
会
員
に
限
り
送
料
不
要
と
の
こ
と
で
す
。

日

誌

=

･
夏

旭
川
、
留
萠
両
支
部
の
業
務
研
修
会
へ
出
席
の
た
め

渡
辺
会
長
、
藤
山
副
会
長
出
発

(24
日
婦
札
)

12

･
4

一
般
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
配
布

複
･
8

会
報
第
絶
号
と
会
員
名
簿
発
送

物

･
博

行
政
書
士
試
験
合
格
者
へ
祝
辞
を
兼
ね
た
参
考
文
書

発
送

物

･
22

年
賀
状
関
係
方
面
に
発
送

物
･
盤

会
員
移
動
通
知

物

･
29

年
末
休
暇
に
入
る

☆
事
務
局
よ
り
☆

-
お

願

い

一
、
年
計
報
告
用
紙
を
お
送
り
し
ま
し
た
o
同
報
告
の
提
出
期

限
は
一
月
三
十
日
で
す
。
お
忘
れ
な
く
、
御
地
支
庁
長
宛
御

提
出
下
さ
い
。

一
、
会
費
の
御
送
金
は
是
非
振
替
を
御
利
用
願
い
ま
す
。
安
全

で
、
且
つ
事
務
的
に
も
処
理
し
易
く
お
互
い
に
助
か
り
ま

ず
も
な
お
、
振
替
の
一領
収
証
を
以
て
･会
｣費
の
柄
へ
:符
に
代
い

/O
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副副
鍼圓
副
国璽
副
副圓
副
国璽
一斤醒
盪
副

“
手
需
も

く

じ

　
　

行

政

書

士
試

験
合

格

者


